
致
し
よ
う
と
し
た
た
め
に
、
既
存
商
店
街
と
の
調
整
が
不
可
欠
と
な
り
、
ま
た
、
再
開
発
ビ
ル
の
中
に
キ
ー
テ
ナ
ン
ト
と
既
存

の
個
人
店
舗
が
同
居
す
る
例
も
多
く
生
ま
れ
た
。

　
地
方
都
市
の
駅
前
で
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
が
実
施
さ
れ
始
め
た
。
例
え
ば
、
豊
岡
駅
西
地
区
は
昭
和
四
十
年
代
半
ば
に

話
が
持
ち
上
が
る
が
、
基
本
計
画
の
策
定
は
六
十
一
年
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

住
環
境
の

整
備
改
善

昭
和
三
十
五
年
に
住
宅
地
区
改
良
法
が
制
定
さ
れ
、
住
宅
地
区
改
良
事
業
に
よ
る
住
環
境
の
整
備
改
善
が
図
ら
れ

た
。
住
宅
地
区
改
良
事
業
と
は
、
不
良
住
宅
が
密
集
し
、
保
安
衛
生
等
に
関
し
て
危
険
又
は
有
害
な
状
況
に
あ
る

地
区
に
お
い
て
、
不
良
住
宅
を
全
て
除
却
し
、
環
境
の
整
備
改
善
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
神
戸
市
で
は
早
く
か
ら
改
良
住
宅
の

建
設
が
各
地
で
進
め
ら
れ
、
昭
和
四
十
年
代
以
降
は
西
宮
市
、
尼
崎
市
、
伊
丹
市
、
宝
塚
市
へ
も
拡
大
し
た
。
ま
た
、
昭
和
五

十
三
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
方
式
の
事
業
以
外
に
、
住
宅
地
区
改
良
事
業
を
発
展
さ
せ
た
手

法
と
し
て
、
住
環
境
整
備
モ
デ
ル
事
業
と
呼
ば
れ
る
部
分
的
な
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
や
不
良
住
宅
の
改
修
・
建
替
事
業
が
登
場
し
、

イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
へ
の
対
応
が
続
け
ら
れ
た
。
昭
和
五
十
年
代
に
は
尼
崎
市
で
、
六
十
年
代
に
は
神
戸
市
で
導
入
さ
れ
た
。

第
三
節
　
高
度
経
済
成
長
下
に
お
け
る
緑
化

一
　
緑
地
、
公
園
、
景
観
政
策
の
状
況

　
高
度
経
済
成
長
が
続
く
中
、
全
国
的
に
都
市
部
と
そ
の
近
郊
の
開
発
、
そ
れ
に
伴
う
緑
地
や
水
面
の
減
少
が
大
き
な
社
会
的
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な
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
。
兵
庫
県
内
で
も
、
既
存
の
市
街
地
の
高
密
度
化
、
都
市
近
郊
の
農
地
や
森
林
の
開
発
に
加
え
て
、

大
阪
湾
岸
部
や
播
磨
地
域
の
臨
海
部
の
埋
立
て
や
、
さ
ら
に
は
北
摂
等
の
丘
陵
部
な
ど
を
中
心
と
す
る
宅
地
造
成
が
急
速
に
進

ん
だ
。
昭
和
四
十
七
年
時
点
に
お
け
る
県
全
体
の
土
地
利
用
構
成
を
見
る
と
、

約
六
九
％
が
森
林
で
あ
り
、
市
街
地
の
割
合
は
三
・
八
％
で
あ
る
。
一
方
で
、

阪
神
地
域
で
見
る
と
、
森
林
の
割
合
は
五
四
％
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
市

街
地
の
割
合
は
一
六
・
九
％
と
高
く
、
他
の
地
域
の
市
街
地
の
割
合
が
数
％
未

満
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
阪
神
地
域
が
突
出
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
ま
た
、
こ
の
時
代
は
特
に
森
林
の
減
少
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
昭
和
四

十
九
年
ま
で
の
五
年
間
の
間
で
、
県

全
体
で
一
万
九
八
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

阪
神
地
域
に
お
い
て
は
六
六
〇
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
森
林
面
積
が
減
少
し
た
。

兵
庫
県
に
お
け
る
昭
和
五
十
二
年
か

ら
六
十
三
年
ま
で
の
林
地
開
発
許
可

面
積
の
推
移
を
み
る
と
、
一
〇
年
程

度
の
間
に
合
計
約
八
〇
〇
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
林
地
が
開
発
さ
れ
た
こ
と

表 23　県土の土地利用構成（昭和 47 年）

区分 県全体 阪神地域 播磨地域 但馬地域 丹波地域 淡路地域
農用地（農地、採草放牧地） 109,920 12,270 53,080 17,890 12,890 13,790
森林 577,800 63,660 241,480 175,450 65,950 31,260
原野 3,530 60 1,320 2,050 30 70
水面・河川・水路 22,460 4,200 11,540 2,830 2,050 1,840
道路（一般道路、農林道） 19,430 5,260 7,720 3,050 1,630 1,770
宅地（住宅地、工場用地　他） 39,370 14,880 18,180 2,550 1,790 1,970
その他 63,210 17,970 24,030 9,710 2,560 8,940
合計（Ａ） 835,720 118,300 357,350 213,530 86,900 59,640
市街地（Ｂ） 31,450 19,980 10,230 630 140 470
市街地の割合（Ｂ）/（Ａ）（％） 3.8 16.9 2.9 0.3 0.2 0.8
※市街地の面積は、昭和 45 年の国勢調査による人口集中地区の面積である。
� （『兵庫県国土利用計画』より作成）
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が
分
か
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
県
は
国
の
都
市
緑
地
保
全
法
の
制
定
な
ら
び
に
、
生
産
緑
地
法
の
制
定
と
歩
調
を
合
わ
せ
、

様
々
な
取
組
を
進
め
た
。
中
で
も
昭
和
四
十
九
年
に
発
表
さ
れ
た
「
花
と
緑
の
基
本
計
画
」
は
、
主
に
都
市
部
を
中
心
に
道
路

や
市
街
地
、
港
湾
施
設
、
建
物
周
辺
な
ど
に
お
け
る
総
合
的
な
緑
化
の
方
針
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
本
計
画
の
担
当

部
局
は
都
市
計
画
担
当
課
で
は
な
く
、
生
活
部
余
暇
課
で
あ
り
、
当
時
の
都
市
緑
地
の
整
備
は
、
都
市
計
画
や
環
境
保
全
の
み

で
な
く
、
県
民
生
活
の
質
の
向
上
に
資
す
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
、
生
活
に
潤
い
を
与
え
る
も
の
と
し
て
の
役
割
が
緑
に
期

待
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
さ
ら
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
後
の
開
発
を
見
越
し
て
開
発
に
対
す
る
指
導
要
綱
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
っ
た
、
植
生
や
動
物

生
態
に
配
慮
し
た
土
地
利
用
計
画
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
淡
路
島
で
は
後
述
の
よ
う
に
植
生
に
配
慮
し
た
土

地
利
用
計
画
が
立
案
さ
れ
、
計
画
報
告
書
の
形
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
中
国
縦
貫
自
動
車
道
（
以
下
、
中
国
自
動
車
道
）

が
整
備
さ
れ
る
播
磨
地
域
に
お
い
て
も
、
植
物
生
態
調
査
や
動
物
生
態
調
査
が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
調
査
報
告
書
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
、
特
に
沿
線
南
部
を
中
心
に
環
境
保
全
や
生
態
系
の
保
全
に
配
慮
し
た
土
地
利
用
が
進
め
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
市
街
地
が
拡
大
す
る
中
で
、
都
市
公
園
の
整
備
も
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
国
の
都
市
計
画
中
央
審
議
会
に
お
い
て
示

さ
れ
た
方
針
に
呼
応
す
る
も
の
で
も
あ
り
、
昭
和
四
十
年
四
月
の
時
点
で
明
石
公
園
、
舞
子
公
園
、
西
武
庫
公
園
の
三
カ
所
に

過
ぎ
な
か
っ
た
県
立
都
市
公
園
に
つ
い
て
、
四
十
二
年
か
ら
五
十
四
年
の
間
に
、
新
た
に
五
公
園
の
整
備
が
始
ま
っ
た
。
そ
の

途
中
段
階
の
四
十
六
年
末
時
点
で
は
、
一
三
三
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
公
園
の
整
備
に
合
わ
せ
て
、

特
に
都
市
計
画
区
域
内
に
お
け
る
緑
を
確
保
す
る
た
め
に
、
県
内
の
各
都
市
計
画
区
域
で
は
「
緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
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定
に
向
け
た
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。

　
都
市
景
観
の
整
備
に
関
し
て
は
、
神
戸
市
が
全
国
的
に
も
早
い
段
階
か
ら
始
め
て
お
り
、
特
に
昭
和
五
十
三
年
に
神
戸
市
都

市
景
観
条
例
を
施
行
し
て
い
る
。
兵
庫
県
に
よ
る
景
観
整
備
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
「
花
と
緑
の
基
本
計
画
」、

さ
ら
に
は
後
述
す
る
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
整
備
や
屋
外
広
告
物
規
制
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
景
観
条
例
の
制
定
に
は

至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
、
条
例
が
制
定
さ
れ
て
お
ら
ず
と
も
、
国
の
法
律
と
し
て
、
都
市
計
画
法
や
建
築
基
準
法
に

加
え
て
、
古
都
保
存
法
、
文
化
財
保
護
法
な
ど
が
既
に
運
用
さ
れ
て
お
り
、
兵
庫
県
を
含
め
全
国
の
各
自
治
体
で
様
々
な
取
組

が
存
在
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
個
別
の
建
造
物
の
歴
史
的
価
値
や
、
緑
地
な
ど
の
自
然
的

価
値
を
保
全
す
る
も
の
で
あ
り
、
都
市
の
景
観
を
面
的
に
保
全
あ
る
い
は
創
出
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

二
　
高
度
経
済
成
長
の
中
に
お
け
る
緑
化
の
機
運
の
高
ま
り

草
の
根
か
ら
の

都
市
緑
化
の
機
運

急
速
な
開
発
に
伴
っ
て
全
県
的
に
緑
地
の
喪
失
が
進
む
中
、
行
政
レ
ベ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
レ
ベ
ル
に

お
い
て
も
緑
化
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
兵
庫
県
で
は
、
昭
和
四
十
六
年
十
月
に
自
然
保
護
条
例
が
制
定

さ
れ
、
同
四
月
に
は
生
活
文
化
部
に
自
然
課
が
設
け
ら
れ
た
。
緑
環
境
の
保
全
と
整
備
は
、
自
然
保
護
と
い
う
視
点
と
と
も
に

日
常
生
活
に
潤
い
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
た
。

　
こ
の
緑
化
の
動
き
を
具
現
化
す
る
も
の
と
し
て
、
昭
和
四
十
九
年
に
「
花
と
緑
の
基
本
計
画
」
を
生
活
部
余
暇
課
が
策
定
し

た
。
こ
れ
は
地
域
の
緑
化
の
方
針
と
そ
の
進
め
方
を
定
め
た
長
期
の
計
画
で
あ
り
、
県
土
を
都
市
、
都
市
周
辺
、
農
山
村
、
県

内
全
域
と
四
つ
に
分
類
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
に
応
じ
た
緑
化
の
方
針
を
提
案
し
て
い
る
。
例
え
ば
、都
市
部
で
は
、「
自
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然
植
生
を
導
入
し
て
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
緑
化
」「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
緑
化
」「
幼
児
や
青
少
年
の
た
め
の
自

然
と
交
流
を
図
る
た
め
の
緑
化
」
と
い
う
よ
う
に
、
三
つ
の
タ
イ
プ
の
緑
化
が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
自
然
と
人
間
の
か
か
わ
り

と
い
う
点
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
農
山
村
部
で
は
、
地
域
固
有
の
文
化
的
、
自
然
的
な
風
致
の
保
護
や
修

景
と
い
う
よ
う
に
、
森
林
育
成
や
そ
の
保
全
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
既
存
の
緑
を
守
り
、
育
て
る
と
い
う
方
向
付
け

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
全
県
レ
ベ
ル
で
展
開
す
べ
き
施
策
と
し
て
、「
花
と
緑
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
基
調
と
し
て
地
域
の
連
携
を

は
か
る
緑
化
」
を
推
進
す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
「
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
」
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
始
め

ら
れ
て
い
た
こ
の
施
策
は
、
県
内
の
国
道
八
路
線
、
主
要
地
方
道
六
路
線
に
お
い
て
、
法
面
や
路
肩
に
草
花
や
花
木
を
植
栽
し
、

地
域
の
美
化
、
修
景
緑
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
植
栽
面
積
の
基
準
は
道
路
延
長
一
〇

〇
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
、
二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
と
設
定
さ
れ
、
ま
た
整
備
計
画
対
象
は
総

延
長
二
〇
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
計
画
の
性
格
に
つ
い
て
、「
本
計
画
は
、
県
民
全
体
が
参
画
し
、
う
る
お
い
の

あ
る
生
活
環
境
づ
く
り
へ
の
県
民
活
動
の
基
礎
を
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
各
般
の
緑
化
施
策
に
つ
い
て
は
、
県
民
総
ぐ
る
み
の
理
解
、
協
力
、
努
力
の
結
集

が
な
け
れ
ば
達
成
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
特
に
、
国
及
び
市
町
の
緑
化
施
策
に
つ
い

て
は
、本
計
画
に
準
じ
て
施
策
を
確
立
し
、推
進
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
」

と
記
さ
れ
、
県
民
の
積
極
的
な
参
画
と
あ
わ
せ
て
、
市
町
や
国
と
の
連
携
が
意
識
さ
れ

図 45　フラワーロードのイメージパース
（『兵庫県花と緑の基本計画』より引用）
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て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
既
に
県
民
参
画
の
県
政
運
営
、
さ
ら
に
は

緑
の
創
出
や
保
全
を
通
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
意
識
が

向
け
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
五
十
四
年
に
は
豊
か
な
生
活
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
、県
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る「
緑
の
文
化
を
創
る
─
ひ
ょ

う
ご
一
千
万
本
植
樹
大
作
戦
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
具
体
的
な
緑
化
の
方
針
と
し
て
は
、
例
え
ば
道
路
の
緑
化
に
お

い
て
は
、
樹
高
の
バ
ラ
ン
ス
や
景
観
に
鑑
み
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、「
植
栽
す
る
種
類
は
、
地
域
に
自
生
、
又
は
潜
在
す
る

樹
木
を
基
調
と
し
、
維
持
管
理
が
容
易
な
種
類
を
選
定
す
る
」
と

し
、
い
わ
ゆ
る
園
芸
種
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
潜
在
的
な
植
生
を

も
配
慮
し
た
環
境
形
成
の
視
点
を
持
た
せ
た
。
ま
た
、
緑
化
推
進
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
県
は
緑
化
セ
ン
タ
ー
や
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　
さ
ら
に
、
緑
化
に
関
す
る
普
及
啓
発
、
推
進
の
体
制
の
確
立
を
念
頭
に
、
’80
ひ
ょ
う
ご
花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
兵
庫
県
緑

化
大
会
、
一
家
庭
一
本
植
栽
活
動
、
緑
を
テ
ー
マ
と
し
た
各
種
行
事
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
県
民
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
緑
化

推
進
の
体
制
づ
く
り
が
、
後
の
県
政
に
も
引
き
継
が
れ
た
。

面
的
な
緑
の

計
画
づ
く
り

昭
和
四
十
八
年
に
出
版
さ
れ
た
『
県
政
リ
ポ
ー
ト
』
に
よ
る
と
、
県
土
の
大
部
分
を
山
地
が
占
め
、
そ
の
時

代
に
お
い
て
既
に
人
口
は
県
土
の
南
東
部
に
集
中
し
て
い
た
。
特
に
阪
神
地
域
は
京
阪
神
都
市
圏
の
一
翼
を

表 24　フラワーロードの整備計画

区分 計画予定箇所 整備計画

国道

28号（洲本市〜南淡町） 16㎞
29号（山崎町〜波賀町） 16㎞
176号（柏原町〜三田市） 40㎞
176号（宝塚市〜川西市） 8㎞
178号（豊岡市内〜県境） 4㎞
250号（相生市〜県境） 20㎞
312号（和田山町〜朝来町） 12㎞
312号（姫路市内） 4㎞

主要
地方道

（旧）福知山出石豊岡線（但東町〜県境） 16㎞
（旧）宮津八鹿線（但東町〜県境） 16㎞
西脇三田線（西脇市〜三田市） 20㎞
加古川三田線（加古川市〜三木市） 4㎞
三木山崎線（安富町〜福崎町） 16㎞
赤穂佐用線（赤穂市〜上郡町） 8㎞
高砂北条線（志方町〜加西市） 8㎞

� （『兵庫県花と緑の基本計画』より作成）
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た
の
を
は
じ
め
、
各
種
の
指
導
要
綱
、
推
進
要
綱
な
ど
を
制
定
し
、
環
境
の
保
全
、
特
に
緑

の
保
全
と
創
出
に
腐
心
し
て
き
た
。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
ま
で
に
、
臨
海
工
業
用
地
、
流
通
業
務
用
地
、
都
市
再
開
発
用
地
な
ど

の
拡
大
の
た
め
、
海
岸
線
の
埋
立
て
が
進
ん
だ
。
昭
和
四
十
五
年
頃
の
神
戸
・
阪
神
地
区
の

埋
立
地
及
び
当
時
の
将
来
計
画
の
状
況
を
見
る
と
、
神
戸
市
は
中
央
部
か
ら
東
部
に
か
け
て
、

さ
ら
に
阪
神
地
域
は
芦
屋
市
、
西
宮
市
、
尼
崎
市
に
か
け
て
、
ほ
ぼ
全
て
の
海
岸
線
が
埋
立

て
ら
れ
る
か
、
あ
る
い
は
橋
で
接
続
す
る
人
工
島
が
沿
岸

に
整
備
さ
れ
、
都
市
化
以
前
の
水
際
線
の
形
状
が
失
わ
れ

て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
は

看
過
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
国
は
昭
和
四
十
九
年

に
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
臨
時
措
置
法
を
制
定
し
、
そ
の
後
、

五
十
三
年
に
名
称
を
改
め
て
恒
久
法
と
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
新
た
な
埋
立
て
は
免
許
制
と
な
り
制
限
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
坂
井
時
忠
知
事
は
、
昭
和
四

十
八
年
二
月
の
第
一
四
〇
回
の
定
例
県
議
会
に
お
い
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
複
雑
多
様
化
す
る
環
境
問

担
い
、
ひ
と
き
わ
都
市
化
が
進
ん
だ
地
域
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
県
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
自
然
保
護
条
例
を
制
定
し
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題
に
対
し
て
は
、
地
域
環
境
管
理
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
環
境
緑
化
の
基
本
と
な
る
グ
リ
ー
ン
・
ミ
ニ
マ
ム
を
設
定
し
、

体
系
的
な
環
境
づ
く
り
を
展
開
し
た
い
と
存
じ
ま
す
」。
こ
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
グ
リ
ー
ン
・
ミ
ニ
マ
ム
は
、
県
民
参
加

で
花
と
緑
の
生
活
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
考
え
方
で
あ
り
、
学
校
周
辺
や
道
路
に
お
け
る
緑
花
事
業
の
推
進
、
工
場
周
辺
の

緑
化
、
緑
化
の
拠
点
整
備
、
県
営
住
宅
な
ど
の
県
の
施
設
周
辺
の
緑
化
な
ど
が
具
体
的
な
取
組
と
な
る
。
こ
れ
が
先
に
紹
介
し

た
花
と
緑
の
基
本
計
画
に
つ
な
が
っ
た
。

　
ま
た
、県
内
各
地
で
は
開
発
を
抑
制
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、「
生
態
学
的
土
地
利
用
計
画
」

が
策
定
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
、
学
識
経
験
者
や
地
域
の
自
治
体
の
協
力
を
得
て
、

昭
和
四
十
六
年
に
兵
庫
県
生
活
部
が
策
定
し
た
淡
路
地
区
の
取
組
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の

計
画
は
、
淡
路
島
の
縦
貫
道
路
の
建
設
に
伴
っ
て
、
将
来
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
開
発

に
備
え
、
地
域
の
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
策
定
さ
れ
た
土
地
利
用
計
画
で
あ
る
。
こ
の

計
画
で
は
、
ま
ず
人
間
生
活
に
必
要
な
環
境
と
し
て
自
然
緑
地
、
人
工
緑
地
を
確
保
す
る

こ
と
、
海
岸
線
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
そ
の
上
で
地
域
の
現
植
生
、
潜
在

植
生
、
気
象
、
地
質
、
土
壌
の
資
料
を
基
に
地
域
を
ゾ
ー
ニ
ン
グ
（
区
分
け
）
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
開
発
し
て
は
な
ら
な
い
地
域
を
は
じ
め
に
設
定
し
、
そ
れ
以
外
の
場
所
に
お
い

て
は
、
土
地
利
用
の
タ
イ
プ
に
応
じ
て
、
緑
化
や
自
然
の
保
全
の
方
向
が
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
特
に
、
高
速
道
路
周
辺
の
緑
化
の
方
針
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
が

あ
り
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
整
備
す
べ
き
樹
種
な
ど
に
つ
い
て
も
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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同
様
の
考
え
で
、
緑
の
回
廊
と
呼
ば
れ
た
中
国
自
動
車
道
沿
道
で
も
、
無
秩
序
な
開
発
を
防
止
す
る
た
め
、
土
地
利
用
規
制

が
実
施
さ
れ
、
そ
の
上
で
諸
施
設
の
建
設
の
た
め
の
用
地
の
先
行
取
得
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
昭
和
四
十
九
年
ま
で
に
二
〇

カ
所
に
も
上
り
、
高
速
道
路
開
発
に
伴
う
将
来
の
自
然
破
壊
を
抑
制
し
つ
つ
、
沿
道
に
新
た
な
緑
の
景
観
を
創
造
す
る
も
の
と

し
て
役
割
を
果
た
し
た
。
播
磨
内
陸
中
央
公
園
（
現
播
磨
中
央
公
園
）
を
は
じ
め
、
戦
略
的
に
整
備
さ
れ
た
公
共
施
設
群
を
緑
の

拠
点
と
し
て
も
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
後
述
の
よ
う
に
沿
道
の
広
告
物
規
制
も
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
中
国
自
動
車
道
建
設

に
当
た
っ
て
は
動
物
生
態
調
査
や
植
物
生
態
調
査
も
実
施
さ
れ
、
土
地
利
用
に
当
た
っ
て
配
慮
す
べ
き
点
な
ど
に
つ
い
て
専
門

家
か
ら
の
提
言
を
受
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
宅
地
開
発
が
急
速
に
進
行
し
た
阪
神
地
域
で
は
、
昭
和
五
十
年
頃
か
ら
阪
神
間
都
市
計
画
区
域
に
該
当
す
る
各
自
治

体
に
お
い
て
、
緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
た
基
礎
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
土
壌
・
土
質
、
動
植
物
等
の
自
然

環
境
、
土
地
利
用
現
況
、
土
地
所
有
な
ど
の
社
会
的
条
件
、
文
化
財
や
社
寺
・
由
緒
地
な
ど
の
文
化
的
資
産
に
着
目
し
た
も
の

で
あ
り
、
緑
地
に
か
か
わ
る
数
多
く
の
要
素
が
、
自
然
環
境
、
社
会
条
件
、
文
化
的
資
産
の
各
側
面
か
ら
網
羅
的
に
整
理
さ
れ
、

し
か
も
そ
れ
ら
が
地
図
に
一
元
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
基
礎
資
料
を
基
に
緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
計
画
策
定
が
着
手
さ

れ
た
。

三
　
市
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
の
公
園

県
立
都
市
　

公
園
の
建
設

公
園
は
大
き
く
自
然
公
園
と
都
市
公
園
と
に
区
分
さ
れ
る
。
自
然
公
園
は
美
し
い
風
景
地
に
お
い
て
、
そ
れ

が
将
来
に
残
さ
れ
る
よ
う
に
保
護
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
で
人
々
が
休
養
し
、
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
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を
楽
し
み
、
さ
ら
に
自
然
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
区
域
を
定
め
て
指
定
さ
れ
る
も
の
で
、
国
立
公
園
、
国

定
公
園
そ
し
て
都
道
府
県
立
自
然
公
園
が
あ
る
。
都
市
公
園
は
都
市
生
活
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
、
都
市
の
住
民
の
休

息
や
観
賞
な
ど
総
合
的
な
目
的
で
利
用
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
広
さ
と
機
能
を
定
め
て
都
市
地
域
に
計

画
的
、
段
階
的
に
整
備
さ
れ
る
。
都
市
公
園
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
年
代
以
降
、

開
発
に
よ
る
都
市
部
の
人
口
増
加
に
伴
う
公
園
需
要
の
増
加
と
、
宅
地
開
発
に
伴
う

自
然
や
緑
地
の
喪
失
が
著
し
い
中
で
、
積
極
的
な
整
備
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
県
立
都
市
公
園
は
昭
和
四
十
年
四
月
の
時
点
で
明
石
公
園
、

舞
子
公
園
、
西
武
庫
公
園
の
三
カ
所
の
み
で
あ
り
、
四
十
六
年
の
時
点
で
も
、
一
三

三
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
国
で
は
昭
和
四
十
六
年
の
都
市
計
画
中
央
審

議
会
で
、
都
市
公
園
整
備
の
長
期
構
想
五
箇
年
計
画
が
提
示
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
、

兵
庫
県
で
も
都
市
公
園
整
備
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
坂
井
時
忠
知
事
は
、
昭
和
四
十
九
年
二
月
の
第
一
四
五
回
定
例
県
議
会
に
お
い
て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
中
国
縦
貫
自
動
車
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
拠
点
と

し
た
自
然
歩
道
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、
県
立
六
甲
山
自
然
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
甲
か
ぶ
と

山や
ま

森
林
公
園
に
お
け
る
野
外
ス
テ
ー
ジ
の
新
設
、
赤
穂
海
浜
公
園
の
建
設
、
あ
る
い

は
国
立
、
国
定
及
び
県
立
自
然
公
園
の
整
備
促
進
、
自
然
環
境
の
美
化
対
策
等
、
自

然
環
境
の
保
全
と
整
備
を
一
層
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
臨
海
部
の
埋
立

表 25　兵庫県内の国立・国定・県立公園一覧（昭和 54 年時点）

県立自然公園（11カ所）
　�稲川渓谷、播磨中部丘陵、清水東条湖、笠形山・千ケ峰、朝来群山、
西播丘陵、雪彦峰山、音水深林、出石糸井、但馬山岳、多紀連山
国立公園（2カ所）
　瀬戸内海、山陰海岸
国定公園（1カ所）
　氷ノ山・後山・那岐山
海中公園（3カ所）
　豊岡地区、海中公園竹野地区、海中公園浜坂地区
県立都市公園（6カ所）
　明石、舞子、○甲山森林、○神陵台緑地、西武庫、○播磨中央
※○印は昭和 42 年以降に整備されたもの� （『あなたの県政』より作成）
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地
の
環
境
整
備
の
た
め
、
播
磨
地
区
、
二
見
地
区
及
び
志
筑
地
区
に
お
い
て
、
住
民
の
い
こ
い
の
場
と
し
て
の
公
園
緑
地
を
確

保
し
、
都
市
緑
化
の
一
助
と
い
た
し
ま
す
」。
こ
の
こ
と
を
裏
づ
け
る
よ
う
に
、
昭
和
四
十
二
年
か
ら
五
十
四
年
に
か
け
て
、

五
つ
の
都
市
公
園
の
整
備
事
業
が
着
手
さ
れ
た
。

こ
の
時
期
の
代
表
的

な
県
立
都
市
公
園

甲
山
森
林
公
園
は
西
宮
市
の
既
成
市
街
地
北
部
に
隣
接
し
た
都
市
公
園
で
あ
る
。
六
甲
山
系
の
東
端
部

の
一
部
を
形
成
す
る
甲
山
は
独
自
の
山
容
を
抱
き
、
古
く
か
ら
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
山
で
、

戦
後
の
宅
地
開
発
等
か
ら
も
守
ら
れ
、
昭
和
三
十
六
年
に
は
西
宮
市
が
そ
の
一
部
を
公
園
と
し
て
整
備
し
た
。
昭
和
四
十
二
年

は
明
治
維
新
に
よ
る
兵
庫
県
政
の
開
始
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
年
目
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
記
念
す
る
事
業
と
し
て
、
こ
の
地
に

お
い
て
県
立
公
園
を
整
備
す
る
構
想
が
四
十
年
に
浮
上
し
た
。
ま
た
、
国
に

お
い
て
も
明
治
一
〇
〇
年
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
記
念
森
林
公
園
構

想
が
提
示
さ
れ
、
こ
の
両
事
業
を
兼
ね
る
形
で
そ
の
整
備
が
事
業
決
定
さ
れ

た
。
昭
和
四
十
三
年
に
工
事
着
手
、
四
十
八
年
四
月
に
全
面
開
園
し
た
。
総

面
積
は
約
五
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
当
初
か
ら
森
林
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
た

た
め
に
樹
林
地
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
な
ど
の
一
部
の
記
念

施
設
を
除
く
と
、
面
積
の
八
五
％
が
樹
林
で
あ
る
。
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は

六
甲
山
系
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
一
翼
を
形
成
し
、
登
山
者
や
家
族
連
れ

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
人
気
を
博
し
た
。
現
在
で
は
、
地
域
の

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
環
境
関
連
団
体
の
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
も
機
能
し
て
お
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り
、
単
な
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
環
境
教
育
の
場
所
と
し
て

も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
播
磨
内
陸
中
央
公
園
は
、
中
国
自
動
車
道
に
隣
接
す
る
滝
野
町
（
現
加
東
市
）
の
丘
陵

地
に
位
置
し
、
昭
和
四
十
九
年
に
事
業
着
手
さ
れ
、
五
十
三
年
八
月
に
開
園
し
た
面
積
約

一
八
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
大
規
模
な
都
市
公
園
で
あ
る
。
芝
生
広
場
や
各
種
遊
具
、
子
ど
も

の
森
を
は
じ
め
、
野
球
場
、
球
技
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
を
備
え
て
い
る
。
立
地
と
し

て
も
、
中
国
自
動
車
道
の
滝
野
・
社
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
西
日
本
）
の

加
古
川
線
の
滝
野
駅
か
ら
近
く
、
播
磨
地
方
の
中
心
的
都
市
公
園
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

遠
方
か
ら
の
来
客
も
見
込
ま
れ
、
同
時
期
に
計
画
さ
れ
た
緑
の
回
廊
構
想
の
一
翼
を
な
す

公
園
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　
植
生
は
こ
の
地
域
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
ア
カ
マ
ツ
の
二
次
林
が
中
心
で
あ
り
、
こ
の
松
林
と
播
磨
地
方
の
特
徴
的
に
み
ら

れ
る
た
め
池
を
活
か
し
た
計
画
が
進
め
ら
れ
た
。
他
に
も
県
内
各
地
で
新
た
な
県
立
都
市
公
園
整
備
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
五
十

四
年
の
段
階
で
は
、
既
存
の
国
立
公
園
、
国
定
公
園
の
ほ
か
、
県
立
の
自
然
公
園
が
県
内
一
一
カ
所
、
県
立
の
都
市
公
園
が
六

カ
所
と
な
り
、
こ
れ
ら
は
本
格
的
な
レ
ジ
ャ
ー
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
受
け
皿
と
な
る
と
と
も
に
、
自
然
保
護
や
県
内
の
緑

地
保
全
の
機
運
を
高
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

写真 72　�播磨内陸中央公園�
（芝生広場と野外ステージ）
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四
　
景
観
か
ら
の
都
市
の
ま
ち
づ
く
り

景
観
へ
の
関

心
の
高
ま
り

既
成
市
街
地
の
更
新
や
拡
大
、
都
市
近
郊
の
開
発
が
進
む
中
で
、
国
内
各
地
で
緑
地
や
農
地
、
歴
史
的
あ
る

い
は
特
徴
的
な
ま
ち
な
み
が
失
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
経
済
的
な
効
率
性
だ
け
で
な
く
、

快
適
な
生
活
環
境
形
成
や
歴
史
的
な
ま
ち
な
み
保
全
に
対
す
る
意
識
が
全
国
的
に
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
国
で

は
昭
和
四
十
一
年
に
は
古
都
保
存
法
が
制
定
さ
れ
、
五
十
年
に
は
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
よ
っ
て
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
の
制
度
が
誕
生
し
た
。
ま
た
こ
の
間
に
は
歴
史
的
ま
ち
な
み
保
存
の
試
み
が
各
地
で
進
め
ら
れ
、
京
都
市
で
は
古
都
保
存
法

に
よ
る
歴
史
的
風
土
特
別
保
存
地
区
が
指
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
全
国
に
先
駆
け
て
昭
和
四
十
七
年
に
市
街
地
景
観
条
例
が
制

定
さ
れ
た
。

　
兵
庫
県
に
お
い
て
も
、
無
秩
序
な
開
発
を
防
ぎ
、
都
市
景
観
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
機
運
が
芽
生
え
、
緑
や
自
然
を
守
る

と
い
う
視
点
で
生
活
環
境
を
守
る
た
め
の
様
々
な
取
組
が
始
ま
っ
て
い
た
。
例
え
ば
中
国
自
動
車
道
の
沿
道
で
は
、
高
速
道
路

自
体
が
四
季
の
花
咲
く
緑
豊
か
な
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
と
し
て
親
し
ま
れ
る
よ
う
、「
中
国
自
動
車
道
沿
線
修
景
植
栽
」
が
実
施

さ
れ
た
。
ま
た
昭
和
四
十
七
年
に
は
沿
道
が
屋
外
広
告
物
禁
止
・
制
限
地
域
に
指
定
さ
れ
、
一
部
の
市
街
地
を
除
い
て
中
国
自

動
車
道
か
ら
展
望
で
き
る
全
て
の
範
囲
を
屋
外
広
告
物
の
禁
止
区
域
と
し
た
。
ま
た
、
既
述
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
整
備
の
取
組

も
幹
線
道
路
の
沿
道
修
景
を
進
め
る
も
の
で
あ
り
、
昭
和
五
十
年
頃
か
ら
進
め
ら
れ
た
「
文
化
の
た
め
の
一
％
シ
ス
テ
ム
」
も

公
共
建
築
の
デ
ザ
イ
ン
や
修
景
へ
の
関
心
を
高
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
広
域
の
景
観
か
ら
個
々
の
建
築
物
の

保
存
・
修
景
に
至
る
ま
で
総
合
的
・
段
階
的
に
都
市
景
観
を
と
ら
え
、
そ
れ
を
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
と
し
て
制
度
化
す
る
と
い

う
段
階
に
は
ま
だ
達
し
て
い
な
か
っ
た
。
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神
戸
市
の
都
市
景
観
　

づ
く
り
の
先
進
的
取
組

そ
の
よ
う
な
中
、
神
戸
市
は
昭
和
四
十
八
年
か
ら
「
神
戸
市

街
地
に
お
け
る
都
市
景
観
構
想
の
た
め
の
調
査
研
究
」
な
ど

の
調
査
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
も
と
に
五
十
三
年
十
月
に
、
神
戸
市
都
市
景
観
条
例
を

制
定
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
特
定
の
歴
史
的
ま
ち
な
み
や
貴
重
な
自
然
を
有
す
る
地
区

に
対
象
を
限
定
す
る
の
で
な
く
、
海
、
市
街
地
、
山
地
、
農
地
が
一
体
的
な
空
間
を
構

成
す
る
神
戸
市
の
都
市
構
造
を
踏
ま
え
て
、
市
域
全
体
に
わ
た
っ
て
良
好
な
景
観
形
成

を
図
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
都
市
景
観
形
成
地
域
制
度
並

び
に
景
観
形
成
市
民
団
体
認
定
制
度
が
設
け
ら
れ
、
ま
た
市
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
都

市
景
観
審
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。
条
例
で
は
、
市
長
の
責
務
と
し
て
、
都
市
景
観
形
成

基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
、
公
共
施
設
、
公
益
施
設
等
の
整
備
を
行
う
際
に
は
、
都

市
景
観
の
形
成
に
先
導
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
こ
と
、
ま
た
市
民
、
事
業
者

及
び
専
門
家
に
知
識
の
普
及
を
図
る
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
条
文
第

七
条
に
お
い
て
、「
市
民
、
事
業
者
及
び
専
門
家
は
、
都
市
景
観
に
関
す
る
意
識
を
高

め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
都
市
景
観
の
形
成
に
寄
与
す
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
市
民
や
事
業
者
や
建
築
、
都
市
計
画
分
野
の
専
門
家
の
責

務
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　
都
市
景
観
形
成
地
域
制
度
で
は
、
特
に
重
点
的
に
都
市
景
観
形
成
を
図
る
べ
き
地
域
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を
指
定
し
、
さ
ら
に
こ
の
地
域
内
に
、
美
観
地
区
や
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。
前
者
は
都
市
景
観
形
成
地
域
の
中
で
も
と
り
わ
け
重
点
的
に

美
観
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
な
地
区
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
文
化
財
保
護
法

の
規
定
に
則
る
も
の
で
あ
る
。
美
観
地
区
内
に
お
い
て
は
、
建
築
基
準
法
の
規
定
に
上
乗

せ
を
す
る
よ
う
な
形
で
敷
地
、
構
造
、
建
築
設
備
に
関
す
る
制
限
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
こ
の
都
市
景
観
形
成
地
域
の
第
一
号
に
指
定
さ
れ
た
の
が
、
生
田
区
（
現
中
央
区
）
北

野
町
山
本
通
付
近
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
、
景
観
形
成
基
準
が
設
定
さ
れ
、
道
路
や
隣
地

境
界
か
ら
の
壁
面
後
退
の
幅
や
建
築
物
の
高
さ
が
詳
細
に
指
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
意
匠
の

面
で
は
、
外
観
の
形
態
、
材
料
、
色
彩
を
周
辺
環
境
に
配
慮
し
て
設
計
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
木
竹
の
伐
採
に
関
す
る

制
限
も
設
け
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
昭
和
五
十
四
年
に
は
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
指
定
を
受
け
、
神
戸
開
港
以
降
に
形
成
さ
れ
た
異
人
館
街
の
景

観
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 写真 73　‌�神戸市生田区北野町山本通�

（神戸市提供）
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